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時  報 

第２回ブロイラー共励会開催さる 
 

○ 昨年の第１回に引きつづき在阪道府県協議会主

催（農林省、大阪府、大阪市、全販連大阪支所後援、

大阪府鶏肉商業協同組合、大阪食鳥肉販売業環境衛

生同業組合協賛）により第２回ブロイラー共励会が、

岡山県など大阪市場と取引の多い10府県から出品さ

れたブロイラー265 羽が参加して、10月 25 日大阪中

央卸売市場で盛大に開催された。 

○ この共励会は各県が協力して肥育技術を研究し

商品性をたかめ、ブロイラーの公正な取引を推進し、

消費者にもＰＲして消費を促進しブロイラー産業の

健全な発展をはかろうとするもので、時あたかもア

メリカブロイラーの日本進出が論ぜられ旺盛な食鳥

需要に支えられてブロイラーの飛躍的増産が期待さ

れているときなので、参加県をはじめ生産者、荷受

業者等多数出席して盛会でありました。 

○ 岡山県から出品したブロイラーは、最優秀首位

に入賞し、栄の農林大臣賞を受け本県ブロイラー界

のために万丈の気を吐いた。 

○ 各参加府県別ブロイラー出品点数及び岡山県の

出品 30 点の内訳は、次のとおりで何れも養鶏加工連

で処理されたものであり、うち第２部一宮ブロイラ

ー組合からの出品５羽のうちの１羽が全出品 265 点

中の最上位として農林大臣賞を得たものである。な

お第２位は香川県の第１部肉用種が入賞し、畜産局

長賞を受けた。その他については各府県毎に上位

30％に優秀賞が、次の 30％に優良賞が授与された。 

 岡山県よりの出品内訳 

第１部（肉用種） 

 津山市北部ブロイラー組合 特大 ５羽 

 笠岡市北川ブロイラー組合  大 ５羽 

 西大寺市上南ブロイラー組合 大 ５羽 

第２部（交配種） 

 津山市北部ブロイラー組合 特大 ５羽 

 西大寺市一宮ブロイラー組合 中 ５羽 

 西大寺市上南ブロイラー組合 小 ５羽 

○ この共励会の審査は農林省兵庫種畜牧場藤岡場

長を審査長とし、農林省技官、大阪食鶏業界の専門

の方々など 11名で行なわれ、農林省規格の食鶏と体

品質標準（別表参照）によって厳正な審査がなされ

た。 

○ この共励会における岡山県の成績をみると総体

的によく揃っており、放血、抜羽などの処理技術も

優秀であった。なかに肉付のやや軽いものがあった

が、総合して参加各県のなかで優秀であった。 

○ 今後ともこの共励会で得た成績がそのまま市場

信用となり、取引価格形成の裏付けとなるよう規格

の揃ったよいブロイラーが多数、しかもコンスタン

トに出荷されるよう生産技術の向上と計画的な生産

出荷を推進することが大切であると考えられる。 

○ 又この共励会の前日、大阪大手前会館において

食鶏講演会および流通懇談会が開催され関係府県、

生産者団体代表、市場業界、消費者等ブロイラー関

係者が参集して講演会のあとブロイラーの現況、将

来の見通し、流通機構の問題、消費促進の方法など

当面の懸案事項について協議検討した。 
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○ 講演会では先づ農林省小坂技官より本邦および

海外のブロイラー事情と今後の見とおしが話され、

次いで中村日本食鳥協会長から規格取引の実現によ

り流通機構を改善したいとの講演があった。 

○ 流通懇談会では先づ市場業界から現在では各市

場とも全くストックがなく、売れ行きは堅調である

から産地に対してブロイラー増産をするよう依頼が

あり、消費者代表（主婦連）からは栄養豊かな食鳥

を安価に供給して欲しいとの要望があった。更に各

府県および生産者団体から、過去に幾度びかあった

価格の暴落、暴騰を繰返さないよう国の施策を望み、

流通のパイプを太く、短かくして公正な取引が行わ

れるよう市場業界の改善を求め、京阪神経済圏を１

つにした生産体制、出荷体制を整えることを申し合

せた。 

○ 京阪神地区における食鳥入荷および消費概況は、

市場業界の調べによると表のようである。 

 

 


